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「寛容な心でロータリーの未来、
 そして若者の未来を考えよう」

2024-2025年度　地区ガバナー方針

「寛容な心でロータリーの未来、
 そして若者の未来を考えよう」

2024-2025年度　地区ガバナー方針

① ロータリーのことをもっと知ってもらおう
② 若者と繋がり若者のことを考えよう。
③ ロータリー財団を理解し活用しよう
④ ポリオ根絶をさせよう

地 区 重 点 課 題
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　国際ロータリー第 2720 地区の皆様、クラブの活動の進捗状況はいかがでしょうか。
　今月は環境月間です。これについて少し記します。
　環境は 2020 年にロータリーの７つ目の重点分野となり、グローバル補助金によって実施される奉仕活動の
カテゴリーとなりました。
 
　ロータリーは大きなニーズのある分野に重点をおき、国際関係を培いながら、人びとの暮らしを支援してい
ます。より平和な世界を築くために。 
　平和の推進 
　疾病との闘い 
　水と衛生 
　母子の健康 
　教育の支援 
　地域経済の発展 
　環境の保護 
 
　環境の保護についてはロータリー財団が以下のことについて支援します。 
　ロータリーは、天然資源の保全と保護を強化し、環境の持続可能性を高め、人と環境との調和を促す活
動を支援します。

　1. 陸地、沿岸、海洋、淡水資源の保護と回復
　2. 天然資源の管理と保全を支援する地域社会と地方自治体の能力向上
　3. 生態系の健全さを改善するための農業生態学及び持続可能な農業、漁業、水産養殖の実践の支援
　4. 気候変動と気候混乱の原因への取り組み、および温室効果ガスの排出削減のための解決支援
　5. 気候変動と気候混乱の影響を受ける生態系と地域社会の回復力の強化
　6. 環境を守る行動を推進するための教育支援
　7. 資源効率の高い経済を築くために、生産物の持続可能な消費および環境に配慮した副産物の管理の
　　提唱
　8. 環境正義の問題と環境公衆衛生上の懸念への取り組み

　グローバル補助金の申請の参考にしていただければ幸いです。

Governor'sGovernor's

MessageMessage 国際ロータリー第 2720 地区
2024－2025 年度ガバナー

三 村  彰 吾
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国際ロータリー第 2720 地区
ガバナーエレクト　藤 田  千 克 由

（大分中央ロータリークラブ）

　２０２５年２月９日から１３日までの５日間、アメリカ
フロリダ州オーランドで開催された国際協議会に出
席致しました。時差ぼけ対策と現地の空気に馴染
むことを目的に２日早く現地入りし、１日目は妻とフロ
リダ観光をしましたが、国際協議会に来たという緊
張のせいか、心から楽しむ気持ちにはなれません
でした。一緒に現地入りした同期のガバナーエレ
クトご夫妻らと一緒にレストランでステーキを食べた
り、生クリームがたっぷり乗った IHOP のパンケー
キを食べたりしているうちに、アメリカに来たんだなぁ
という実感が徐々に湧いてきました。２日目は食事
以外はホテルにこもって協議会の資料のチェックな
どを行い、ゆっくりと過ごしました。

　9日に会場であるRosen Shingle Creek Hotel
に移動しました。会場には、世界中の同期ガバナー
エレクト530 名と関係者入れて総勢 1500 名が集
まりました。９日の夜にはブリーフィングと歓迎レセプ
ションが開催されました。私たち日本勢を水野功理
事が温かく迎えて下さり、心強く感じました。マリオ・

セザール・マルティンス・デ・カマルゴ RI 会長エレ
クトのご出身の、ブラジルのリオのカーニバルのダ
ンサーが先導する入場行進に会場は大賑わいで、
国際協議会に本当に来たんだなぁという実感が湧
いてきました。

　本大会初日、マリオ・セザール・マルティンス・デ・
カマルゴ RI 会長エレクトが「Unite For Good  
よいことのために手を取りあおう」と、会長メッセー
ジを呼びかけました。

　マリオ会長エレクトはロータリーを「地球上でもっ
とも有能なボランティアのチーム」と称し、その「地
球上でもっとも有能なボランティアのチーム」を拡
大する計画の概要を示し、成長、奉仕、つながり
を大切にして「良いことのために手を取り合おう」
と会員に呼びかけました。

　また、「分断されがちな世界において、ロータリー
は団結と希望の光となります。私たちのプロジェク
ト は、人種、ジェンダー、性別、思想、経済的

国際協議会報告
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背景の異なる人びとを結びつけ、世界でよいこと
をするという共通の目的で私たちを一つにします。
ロータリーは、より良い人間となり、人びとに 奉仕し、
末長いインパクトをもたらすよう、私たちを鼓舞しま
す」、と話されました。

　ロータリーが奉仕を実践するチームであることの
位置づけ、多様性を重んじるべきであるというスタ
ンスの再認識、自ら学び、磨き、良い人間になろ
うという行動指針等が含まれており、世界で良いこ
とをするという目的のもとに私たちが結びついてい
るのだということをあらためて実感しました。

　翌日１０日からいよいよ本会議と分科会がスター
トしました。本会議は全部で 7 会議があり、それ
ぞれに一つあるいは複数の分科会が開催されまし
た。

　セッションの合間には、「文化の夕べ」という自
国の文化紹介タイムがあり、パートナーを中心に盛
り上がりました。

　特に日本のブースは着物姿のパートナーに写真
撮影の依頼が殺到するほどの人気ぶりでした。日
本グッズを取り揃え、準備に励んで下さったパート
ナーの方 に々は心から感謝しています。

　このような素晴らしい国際協議会に参加させて
頂きましたことを皆様に心から感謝申し上げます。
次年度地区ガバナーとして、すべてのクラブの発
展と前進に全力を尽くす所存でございます。どうぞ
よろしくお願い申し上げます。
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次年度地区幹事　財 津  公 明
（大分中央ロータリークラブ）

　2025 年 3 月8日から9日にかけて、大分市の
J:COM ホルトホール大分において、会長エレクト
研修セミナーが開催されました。このセミナーの目
的は、会長エレクトのみなさんに RI 会長エレクトの
次年度に向けたメッセージと2720 地区のスローガ
ンや方針を伝え、クラブ運営に必要な知識やリー
ダーシップスキルを深めるとともに、次年度のクラブ
運営方針を共有することでした。　

　初日（3 月8日）は、藤田ガバナーエレクトが国
際協議会と次年度の地区方針についての講演を
行いました。その後、「ロータリーの戦略計画～
The Action Plan ～」をテーマに地区行動計画

推進リーダーである永田壮一パストガバナー、「３
－Year Rolling Goals」について第 3 地域行動
計画推進リーダーである硯川昭一バストガバナー
に講演をいただき、次年度を含めて 3 年間の具体
的な目標設定を促す内容が共有されました。引き
続いて古手川哲ラーニング委員会副委員長がマイ
ロータリーのクラブセントラルについて説明を行い、
それらを踏まえて、クラブ戦略計画や効果的なロー
タリークラブ運営のためのグループディスカッション
が実施され、活発な議論が交わされました。

　また、次年度の出前セミナーの PRタイムとして
次年度の各部門長が登壇し、それぞれの卓話メ

会長エレクト研修セミナー（PETS）開催報告
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ニューや方向性が紹介されました。同日夜には懇
親会がホテル日航大分オアシスタワーで開催され、
参加者同士の親睦をさらに深めることができまし
た。

　２日目（3 月9日）は、まずロータリーコーディネー
ター補佐の大森克磨パストガバナーから会員増強
について講演をいただき、その後、地区グループ
ごとのグループディスカッションがガバナー補佐を
ディスカッションリーダーとして開催されました。

　ディスカッションの後に、国際ロータリー日本事務
局の寺嶋加奈氏による情報提供や RI日本青少年
交換多地区合同社員膳所和彦パストガバナーによ
る危機管理に関する講義が行われました。

　最後に、会長エレクト2 名とローターアクト2 名
による決意発表が行われ、次年度への意気込み

が共有されました。

　この研修セミナーを通じて、会長エレクトの皆
様はロータリーやクラブ運営に関する理解を深め
るとともに、他クラブの会長エレクトの方 と々の交
流を図られたことと思います。また、本セミナーで
共有された戦略的な目標設定や計画立案に関す
る実践的な知識が、クラブでの３－Year Rolling 
Goals の設定やクラブセントラルの入力に繋がる成
果になることを期待しています。　

　追記・・・本セミナーで各講師が使用した資料
等は地区 HP からダウンロードできるように現在手
配中です。この月信がアップされるころにはダウン
ロードページが完成していると思いますので、ぜひ
ご利用下さい。
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6 日（日） 地区研修・協議会

12 日（土） 天草パールライン RC30 周年

16 日（水） 第 2 回ガバナーノミニー・ラーニングセミナー

17~18 日（木～金） クラブ活性化セミナー

18 日（金） 第 3 回ガバナー会議 / ガバナーノミニー・デジグネートセミナー

19 日（土） 米山カウンセラーオリエンテーション

20 日（日） 大分第１G　IM

25 日（金） 地区大会１日目（記念ゴルフ大会 / 希望交流会）

26 日（土） 地区大会 2 日目　本会議

26~27 日（土～日） RIJYEM　第 12 回全国 IA 研究会長野会議

27 日（日） 地区大会エクスカーション

2025 April

今 月 の 予 定4

入
退
会
者
の
お
知
ら
せ

クラブ名 名　　前 職業分類

玖 珠 工 藤　 康 子 飲食業

大 分 村 上　 慎 太 郎 警備保障

大 分 東 梅 木　 駿 太 医療経営コンサルタント

大 分 中 央 栗 原　 弘 文 ビジネスホテル

2720JapanO.K.REC 東　 陽 和 子 主婦

熊 本 大 庭　 郁 夫 広告業

熊 本 江 南 蒔 本　 明 憲 生命保険

八 代 東 湯 野　 啓 介 整骨院

入会者　　 新 会 員 の ご 紹 介 を し ま す

クラブ名 名　　前 職業分類

玖 珠 藤 野　 次 男 造園業

宇 佐 2 0 0 1 有 瀬　 正 昭 生花販売業

大 分 日 下　 重 厚 リース業
大 分 甲 斐　 友 邦 損害保険

大 分 臨 海 葛 城　 正 也 生命保険

大 分 中 央 廣 瀬 　 真 紳士服仕立て

2720JapanO.K.REC 松 尾 　 龍 人材派遣業

熊 本 東 南 住 江　 正 治 大腸肛門医

熊 本 平 成 関 根　 靖 二 郎 電気工事

熊 本 江 南 普 天 間　 公 紀 和食・料理

退会者
2025.3.20 現在
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RI2720地区事務所
〒860-0807 熊本市中央区下通2-7-7 R-terrace4F
TEL.096-312-2720　Fax.096-355-2720
E-mail : ri2720gof@eos.ocn.ne.jp

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会 員 数

年初 
（7/1）

当月末
本年度
入会者

本年度
退会者

本年度
増減

熊
本
第
一

山 鹿 12 12 0 0 0

玉 名 48 49 5 4 1

荒 尾 34 34 1 1 0

玉 名 中 央 8 7 0 1 -1

（ 4 R C ) 102 102 6 6 0

熊
本
第
二

阿 蘇 32 32 0 0 0

肥 後 大 津 26 25 0 1 -1

菊 池 17 17 0 0 0

肥 後 小 国 13 13 1 1 0

熊 本 菊 南 16 14 0 2 -2

熊 本 ' 0 5 福 祉 9 9 0 0 0

熊 本 り ん ど う 17 18 1 0 1

（ 7 R C ) 130 128 2 4 -2

熊
本
第
三

熊 本 87 94 9 2 7

熊 本 東 41 37 3 7 -4

熊 本 北 5 5 0 0 0

熊 本 東 南 41 40 0 1 -1

熊 本 城 東 30 30 1 1 0

　熊本城東 Yon-Nasse 衛星 0 9 11 2 9

熊 本 グ リ ー ン 21 19 1 3 -2

熊 本 平 成 23 20 0 3 -3

熊 本 水 前 寺 公 園 9 7 0 2 -2

（ 8 R C ＋ 1 R S C ) 257 261 25 21 4

熊
本
第
四

熊 本 南 64 66 3 1 2

熊 本 江 南 53 55 5 3 2

熊 本 西 南 24 26 2 0 2

熊 本 西 6 8 2 0 2

熊 本 中 央 25 25 0 0 0

熊 本 西 稜 21 17 2 6 -4

（ 6 R C ) 193 197 14 10 4

熊
本
第
五

八 代 76 76 4 4 0

八 代 北 21 23 3 1 2

八 代 南 44 45 4 3 1

宇 土 14 14 0 0 0

八 代 東 42 43 4 3 1

（ 5 R C ) 197 201 15 11 4

熊
本
第
六

人 吉 48 52 4 0 4

水 俣 23 24 2 1 1

多 良 木 20 20 0 0 0

芦 北 22 23 1 0 1

人 吉 中 央 34 33 1 2 -1

（ 5 R C ) 147 152 8 3 5

熊
本
第
七

天 草 48 49 1 0 1

牛 深 19 17 0 2 -2

西 天 草 21 20 1 2 -1

天 草 中 央 39 40 2 1 1

天 草 パ ー ル ラ イ ン 15 15 0 0 0

（ 5 R C ) 142 141 4 5 -1

熊本40RC+1R S C 計 1,168 1,182 74 60 14

グ
ル
ー
プ

クラブ名

会 員 数

年初 
（7/1）

当月末
本年度
入会者

本年度
退会者

本年度
増減

大
分
第
一

中 津 46 46 1 1 0

日 田 53 53 1 1 0

中 津 中 央 17 17 0 0 0

日 田 中 央 42 43 1 0 1

玖 珠 16 17 1 0 1

中 津 平 成 25 25 0 0 0

（ 6 R C ) 199 201 4 2 2

大
分
第
二

豊 後 高 田 39 40 2 1 1

宇 佐 26 26 0 0 0

杵 築 13 12 0 1 -1

　杵築 one heart 衛星 7 7 0 0 0

く に さ き 19 20 1 0 1

宇 佐 八 幡 26 26 0 0 0

宇 佐 2 0 0 1 23 23 2 2 0

（ 6 R C ＋ 1 R S C ) 153 154 5 4 1

大
分
第
三

別 府 39 40 2 1 1

別 府 北 34 36 2 0 2

別 府 東 42 43 1 0 1

日 出 15 16 1 0 1

別 府 中 央 18 18 0 0 0

湯 布 院 12 13 2 1 1

（ 6 R C ) 160 166 8 2 6

大
分
第
四

大 分 49 52 6 3 3

大 分 東 31 37 6 0 6

大 分 臨 海 52 51 1 2 -1

大 分 南 37 42 6 1 5

大 分 中 央 86 89 5 2 3

大 分 1 9 8 5 27 27 1 1 0

大 分 城 西 28 29 2 1 1

大 分 キ ャ ピ タ ル 56 58 2 0 2

　大分キャピタルOli Oli衛星 23 24 1 0 1

2720  J .O.K  REC 51 60 11 2 9

( 9 R C ＋ 1 R S C ) 440 469 41 12 29

大
分
第
五

竹 田 18 18 2 2 0

佐 伯 30 32 2 0 2

臼 杵 31 32 3 2 1

津 久 見 34 34 2 2 0

豊 後 大 野 12 11 1 2 -1

佐 伯 M A R I N E 30 32 4 2 2

（ 6 R C ) 155 159 14 10 4

大分 33RC ＋ 2RSC 計 1,107 1,149 72 30 42

73RC+3RSC 総 計 2,275 2,331 146 90 56

2024-2025 年度 国際ロータリー第 2720 地区

2025 年 2 月　会員数報告


